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          【 イスファハーンのアルメニア正教会にて：長岡､2012.7 】 
現地の写真は、特に記したもののほかは、長岡正利､2012年7月の撮影。 

すばらしい イランへ！ 

イランでは、家族の結束が重んじられ、核家族化は考えられない。 

皆さま、ようこそ 

2013.3.11 東京文京区の (社)日本測量協会 にて 
  

写真：イスファハーン 「王のモスク（ブルーモスク）／長岡､2012.7  

イランの現況と､自然･遺跡･人々･地図史料 
 

                   － 附：19世紀の史料に見る踏査小史とその地政学的位置｡ 
                       最高峰デマバンド山（5671ｍ）登頂の写真紹介。 

ＪＦＳ (日本測量者連盟) 講演会 

 (社)日本測量協会 との共催実施 
 

                    長岡正利 ： 国土地理院客員研究員 
                        ・(財)日本地図センター勤務              

【 本日のお話し：内容 】 

イラン（かつてのペルシア）について： 
 

① イランの 地理・歴史概説 － 予備知識として 
  

② その現況：人々の日常･街の様子 － 米国の経済制裁下における 
  

③ イラン（ペルシア）の遺跡紹介 
  

④ 19世紀～20世紀初頭におけるペルシアと周辺諸国の踏査記録 
  － 中央アジアの覇権を巡って英露がしのぎ削っていた時代の、 

    Ｓ．ヘディンらによる報告書に見る当時の状況。 
  

⑤ 最高峰デマバンド山（Mt.Damavand､公称5671m：または5610m ）登頂 
  

 附：イランの工芸品など各種と、国立博物館展示 

スライド中では、現地の写真紹介がしばらく続くこともありますが、 
 そのために、時折は 、お話しの筋が中断します。 
                 写真：酷乾のイラン高原空撮／長岡､2012.7 

（ または ダマバンド ） 

このスライドPDF版は、講演の予告･紹介のために､ 
使用スライドの冒頭と末尾部分を抽出したものです。 

ＪＦＳ講演会ですが、測量技術のお話しではなく、イランの自然や 

遺跡、人々の日常･街の様子についての、多くの写真紹介です。 
  

                        この写真は、デマバンド山（公称 5671m ）登頂のようす。 

                        5000ｍを越えれば、夏でも氷雪の世界。  

写真：夏のデマバンド山頂上直下／長岡､2012.7 

このスライドPDF版は、講演の予告･紹介のために､ 
使用スライドの冒頭と末尾部分を抽出したものです。 

紹介する写真： 写真は、特に出典を記したもののほかは、長岡正利・2012年7月の撮影。  

                                    （ ひょっとして、記載漏れがあるかも知れませんが。） 
  

  イランの現況：人々と街のようす 
   入国から、テヘラン、シラーズ、イスファハーン 
  

 イラン各地の遺跡 
   シラーズ近郊のペルセポリス（ｱｹﾒﾈｽ朝の祭祀都市：前６～前４世紀） 
   イスファハーン 「王の広場」とその各種建物、市場など 

     同市内（ﾊｰｼﾞｭ橋などと､ｱﾙﾒﾆｱ正教会など。 併せて、シラーズのｻｰﾃﾞｨ･ﾊｰﾌｪｽﾞ墓）も。 

   アケメネス朝発祥（前６世紀）のﾊﾟｻﾙｶﾞﾀﾞﾆ遺跡とｷｭﾛｽ王墓など 

   ササン朝（３～７世紀）のﾅｸﾞｼｪ･ﾛｽﾀﾑ遺跡など 

   アラムート城址 ： 暗殺教団・H.ｻｯﾊﾞｰﾌの城塞で､13世紀モンゴル軍により壊滅 
  

   附：最高峰、デマバンド山の自然と登山 

      イランの工芸品など各種 ／ ほかに、国立博物館展示 

 

ご紹介スライドは、全部で６００枚ほどになります。 
  （夏のデマバンド山上火口原。） 
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 ① ペルシア／イランの 地理・歴史概説  － 予備知識として 

【 地図は、COLLINS (旧･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ)､1999 】 

その地質的位置 

【 ともに、ウィキペディアより 
     上は邦文版。左は英文版。】 

国土の植生 

【英版ウィキペディアより。】 

イランの概要と歴史 － 日本国外務省HPより概略抽出 

面積：164万km2（日本の約4.4倍） 
  

人口：7,473万人（2010年、イラン政府発表） 
  

首都：テヘラン 
  

民族：ペルシャ人（他にアゼリ系トルコ人、クルド人、アラブ人等） 
  

言語：ペルシャ語、トルコ語、クルド語等 
  

宗教：イスラム教（主にシーア派）。ほかにキリスト教、ユダヤ教、ゾロアスター教など 
  

歴史： 
・アケネス朝ペルシャ（前5世紀），ササン朝ペルシャ（紀元3世紀）時代には大版図を築く。 
・その後、アラブ、モンゴル、トルコ等の異民族支配を受けつつも 
                         ペルシャ人としてのアイデンティティーを保持する。 
・1925年にパフラヴィ（パーレビ）朝が成立。 
・1979年、ホメイニ師の指導のもと成就したイスラム革命により現体制となる。 
・イラン・イラク紛争（1980年～1988年）及びホメイニ師逝去（1989年6月）後、 
・1989年にハメネイ大統領が最高指導者に選出され、ラフサンジャニ政権（2期8年）、 
     ハタミ政権（2期8年）を経て、2005年8月にアフマディネジャード政権が発足。 
・2009年6月、第10期大統領選挙が実施され、アフマディネジャード大統領が再選。 
 
（注： 1979年11月には米大使館人質事件。 1981年1月に人質が444日ぶりに解放。） 
    この間、1980年４月には、米軍の救出作戦の失敗など。 

イランと周辺諸国の歴史概観 場所 

この辺りの 

 お話し 

← 日本は 

【 『プロムナード世界史』浜島書店､2009 より。 
   歴史関連図版の出典は、以下でも同じ。】 

アケメネス朝の最大版図 （前６世紀） 

【 『プロムナード世界史』浜島書店､2009 より。 
  歴史関連図版の出典は、以下でも同じ。 】 
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アケメネス朝崩壊への序章 イッソスの戦い （前333年） 

戦いに圧勝したマケドニア王 

アレクサンダーは､東征を続け､ 
インダス河に達する。 

【ポンペイ遺跡の壁画：英版ウィキペディアより。】 

【 A. Altdorfer, The Battle of Alexander 

  at_Issus ：英版ウィキペディアより】 

アレクサンダー大王の遠征経路とそのアレクサンドロス帝国の最大版図 

遠征帰路でのアレクサンダーの死後、帝国は分裂して、この一帯はセレウコス朝シリアに。 

一方では、ローマ帝国の勃興と繁栄。 

【英版ウィキペディアより。】 

５世紀の世界と、ササン朝の最大版図 古代において､ペルシアの文化が花開くのは､主として､アケメネス朝とササン朝 

ササン朝（３世紀初頭～７世紀）の文化は、後のイスラムに多大な影響を与え、 
  

日本にも渡って、正倉院に。 

【 正倉院御物「白瑠璃椀」 ：そのHPより 】 

【 イラン国立博物館で 
   長岡撮影､2012.7 】 

19世紀後半、ヨーロッパ諸国のアジア進出 

     

19世紀末～20世紀初、帝国主義時代の世界 
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ご参考：第一次世界大戦後のアジア ご参考：第二次世界大戦後のアジア 

現在の、第３代大統領､アフマディネジャード と 
  第２代最高指導者(アヤトラ)､アリー･ハメネイ。 

初代最高指導者、ルーホッラ･ホメイニー ﾊﾟｰﾚﾋﾞ朝第２代皇帝（シャー）､モハンマド･レザー･パーレビ ｶｼﾞｬｰﾙ朝皇帝、ナスール･エッ･ディン 

人物肖像は、末尾（後出のへディンの著作より）を除いて、 
いずれも英版ウィキペディアより。 

ご参考：イラン（ペルシア）の文化圏 

【 ペルシア語版ウィキペディアより。】 

ご参考：イランは多民族国家  

【 英版ウィキペディアより。】 
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② イランの現況 ： まず ドバイ経由 で テヘラン へ 

（ 米国による経済制裁の影響で、日本からのイラン航空直行便は停止されてしまったため。： 後述。） ドバイ国際空港。 
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ドバイ国際空港を発ち、ペルシア彎を越えて テヘランへ向かう。 ペルシア湾を渡って、間もなくイラン上空へ。 

延々と続く、沙漠上空の酷乾の世界。 

テヘランに近づくと、潅漑農耕地が。 
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テヘラン国際空港 着。 

ここで、エミレーツ航空（アラブ首長国連邦）のお嬢さんとお別れ。 

これは ドバイ～テヘラン便で 

  前スライドが 成田～ドバイ便。 

その服装と化粧の違いにご注目を。 テヘラン国際空港 到着フロア。 

テヘラン国際空港 入口の前。 
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市街地へ。 

米国大使館の現在 

  占拠事件（1979～81）当時のまま。 

広大な敷地は閉鎖されたままで、 

  塀の落書きもそのまま。 

市内に唯一残る、当時の大規模反米スローガン 

②  イランの人々の日常･街の様子－米国の経済制裁下における 

０．まず 米国の経済制裁の影響 

 ここで 附、イランの地図 各種 

         イランにおけるマスコミ報道 
  

１．テヘラン 
  

２．シラーズ 
  

３．イスファハーン 
  

② -０ 米国の経済制裁とその影響 
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米国経済制裁（それによるインフレ）

には寡黙であった人々も、ついに
声を上げ始めた。 

② -０ 附１ 地図で見るイラン：ソ連邦地形図 100万分１図 （その４分割の左下と、隣図の左上部分） 

【英版ウィキペディアより】 

 ソ連邦地形図 50万分１図 （その４分割の左上部分） 

【英版ウィキペディアより】 

 ソ連邦地形図 20万分１図  （ 10万図より編集調製。更に､前紹介の小縮尺図も。） ② -０ 附２ 地図で見るイラン：テヘランなどで普通に買える地図 次ページに部分拡大 
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【英版ウィキペディアより】 

イスファハーン市内地図 次ページに部分拡大 

【英版ウィキペディアより】 

観光地やホテルなどで無料配布の地図 
 イスファハーンのコウサルホテルにて。 
  

 ～ 良い地図が容易に入手できる国は、素晴らしい。～ 

 ご参考：イランの新聞紙面／ テレビは、英国BBCが都市では受信可能。 CNNなど米国の放送は不可。  ご参考：ペルシア語版ウィキペディアで、「イランの文化」を 
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【英版ウィキペディアより】 

 ご参考：ペルシア語版ウィキペディアで、「イランと日本の関係」を  ご参考：マスコミに見る、心憎い配慮も 

素肌をさらす女性は､はしたない。 

（朝日新聞､2013.2.26夕刊） 

（Web版・日本語「新華社通信」より）。 国民が､大統領夫人に誤った印象を持たないための措置か？ 

【英版ウィキペディアより】 

 ご参考：日本での、映画「アルゴ」の報道の一例 

http://wwws.warnerbros.co.jp/argo/ 

 ご参考：イランと米国の関係 ： ウィキペディア「アメリカ合衆国とイランの関係」より、その抄録 
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② -1 テヘランの市内にて 

（ 英版ウィキペディアより。） 

冬のテヘラン 12km北にある 
            トーチャル山を望む 

 晩春のテヘラン郊外 
 
 （ ともに、英版ウィキペディアより。） 

山上には素晴らしいスキー場 

テヘランは､首都からその国の
最高峰が見える数少ない例。 
 
 冬のテヘランで、ビル上階からの展望。 
 （下は、その部分切出し・コントラスト強調。） 
 
 
 
（ AACK･前田浩之さん、2003.1.29 撮影。） 

デマバンド山 

   ↓ 

テヘラ中心部のホテルから見た市街と、北のトーチャル山。 

市内中心部の公園。 宿泊 ホテルの上階より｡（Laleh とはﾁｭｰﾘｯﾌﾟ） 



ＪＦＳ･(社)日本測量協会 共催 講演会  

  ｢イランの現況と､自然･遺跡･人々･地図史料－附：19世紀の史料に見る踏査小史と 

                   その地政学的位置｡ 最高峰デマバンド山（5671ｍ）登頂の写真紹介 」 

2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

14 

Lale Hotel から少し先へ行った交差点。 市内では、バス交通が発達。 

以下は、市内中心部の公園にて。 緑と水が豊か。 

上は、公園で出逢った 猫。 
 

 下は、ペルシア語版ウィキペディアより、ペルシア猫。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

15 

水辺はいつも、伝統的に、人々の憩いの場所。 カラテ（極真館）が盛ん。 

バトミントンも盛ん。 ほかに、ローラースケートなども。 

テヘラン市内での、繁華街などではない、ごく普通の市街地の交差点。 スーパーマーケットには、商品（食糧品）が豊富に。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

16 

テヘラン市内、普通の通りにて。 ２階は住宅。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

17 

街路に面した商店。 

大賑わいの、伝統的なバザール入口。 屋内用の女性衣類は、華やかに各種。 
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                   その地政学的位置｡ 最高峰デマバンド山（5671ｍ）登頂の写真紹介 」 

2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

18 

市内での、昼の普段の状況。（バスの窓から。） 

平日夕方の、郊外から市内への幹線道路の状況。 通勤列車は数分ごとに。 どの列車も総二階車輌。 



ＪＦＳ･(社)日本測量協会 共催 講演会  

  ｢イランの現況と､自然･遺跡･人々･地図史料－附：19世紀の史料に見る踏査小史と 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

19 

② -2 イスファハーンの市内にて 

以下の数枚は、ザーヤンデ河にかかるスィー･オ･セ橋（33アーチ橋）と、その東（上流）２km上流のハージュ橋にて。 スィー･オ･セ橋、下流（東）側。 

夏のザーヤンデ河は、完全な渇水状態だが、 

春の融雪増水期には、満々と水をたたえる。 

       ともに、スィー･オ･セ橋の上流（西）側。 

（ 春の融雪増水期：ウィキペディアより。） スィー･オ･セ橋上の、通路の朝。 

ハージュ橋の上流（西）側 （左写真：南から）と、 

  下流側（右：北から写す）。下部構造に着目。 

橋の北つめには、有名なライオン像が。 

これに跨がれば恋がかなう。（結婚できる。） 

ハージュ橋、東（下流）側のバルコニー。 
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（ (社)日本測量協会にて） 

20 

そのバルコニーの左にて。 ハージュ橋下にて、夕涼みの人達。 

スィー･オ･セ橋下にて、朝。 

スィー･オ･セ橋下にて、朝。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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スィー･オ･セ橋の北（kowsal International Hotel の対岸） にある、ショッピングモール内にて。 
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                   その地政学的位置｡ 最高峰デマバンド山（5671ｍ）登頂の写真紹介 」 

2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

22 

スィー･オ･セ橋 北つめにて、朝。 イスファハーン市内の公園にて、朝のくつろぎ。 

イスファハーン市内の公園にて、朝のくつろぎ。 イスファハーン市内の日中。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

23 

イスファハーン 「王の広場」を囲む廻廊一階に設けられている市場（伝統的なバザール）にて。 

チャードル姿とは裏腹に、原色の布地・衣類が。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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イスファハーン 「王の広場」。 夏の涼しい夕暮れともなれば、大勢の人々が。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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② -3 シラーズの市内にて 

ホテル上階から見た周辺の景観。 シラーズは乾燥地帯の中の巨大なオアシス。 市内中心部のキャリーム･ハーン城塞と、その広場。 
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  ｢イランの現況と､自然･遺跡･人々･地図史料－附：19世紀の史料に見る踏査小史と 

                   その地政学的位置｡ 最高峰デマバンド山（5671ｍ）登頂の写真紹介 」 

2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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シラーズにも、伝統的な、巨大な市場が。 

女性は、家庭内では、このような色彩豊かな衣類を。 



ＪＦＳ･(社)日本測量協会 共催 講演会  

  ｢イランの現況と､自然･遺跡･人々･地図史料－附：19世紀の史料に見る踏査小史と 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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シラーズの繁華な商店街にて。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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広場があれは、ローラースケートが盛ん。 

市内の公園には、様々の遊具も。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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     レストランへ。 

     店内の噴水脇の、伝統的な語らいの場。 

伝統音楽の楽団。 歌手は必ず男性。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

31 

レストランの壁面装飾。 

陽が落ちて涼しい夕暮れ、キャリーム･ハーン城塞前広場でくつろぐ人々。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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市内の公園には、様々の遊具も。 

郊外の有様：以上でご紹介の シラーズから 
      イスファハーンへの、６～４車線の幹線道路。 

    （シラーズとパサルガダエの間にて。） 

延々と乾燥地帯が続くが、水が得られれば、豊かな農耕地帯が。（次ページ。） 

大勢での田植えの風景も。 

市内の公園には、様々の遊具も。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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市内の公園には、様々の遊具も。 延々と、酷暑・酷乾の大地を。 

郊外の有様：パサルガダエで 

                アケメネス朝の遺跡を見た後、 
     炎熱の沙漠を、更に、イスファハーンへ向けて。 

水が得られる地では農耕も。 麦の刈りあとと、羊。 

途中のオアシスにあった小さなモスク。 小さくとも、中は綺麗な装飾。 
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                   その地政学的位置｡ 最高峰デマバンド山（5671ｍ）登頂の写真紹介 」 

2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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どこにでもありそうなモスクながら、装飾タイルが見事。 

③ その遺跡紹介 

１．シラーズ近郊のペルセポリス（ｱｹﾒﾈｽ朝の祭祀都市：前６～前４世紀） 
  

２．イスファハーン 「王の広場」とその各種建物 

      同 市内 の ﾊｰｼﾞｭ橋などと､ｻｰﾃﾞｨ･ﾊｰﾌｪｽﾞ墓 
  

３．アケメネス朝発祥（前６世紀）のﾊﾟｻﾙｶﾞﾀﾞｴ遺跡とｷｭﾛｽ王墓など 
  

４．ササン朝（３～７世紀）のﾅｸﾞｼｪ･ﾛｽﾀﾑ遺跡など 
  

５．アラムート城址：ハッサン･サッバーフの城塞で、13世紀のモンゴル軍によって壊滅 

③ -1 シラーズ近郊のペルセポリス（ｱｹﾒﾈｽ朝の祭祀都市：前６～前４世紀） 

（ 英版ウィキペディアより ） 

ペルセポリス、正面より：前方基壇の上に聳えるのは、クセルクセス門（万国の門：次ページに）。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

35 

像の足もとには、 
 1800年以来の、欧文による 

 多くの落書き（線刻文字）が。 

ペルセポリス、アパダーナ（謁見の間）の列柱。 
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                   その地政学的位置｡ 最高峰デマバンド山（5671ｍ）登頂の写真紹介 」 

2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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ペルセポリス、アパダーナ（謁見の間）入り口階段の側面。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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  牡牛を襲う獅子。 春分頃から太陽の勢いが強まる､季節の変わり目を象徴するという。 次ページに、この上部を。 

朝貢の人々。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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  クセルクセスⅠ世宮殿 

  （ハディーシュ）の、大王と侍臣。 

百柱の間の、勇者と野獣。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 
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  百柱の間より、アルタクセルクセスⅡ世王墓を見る。 

  次ページで、その墓室前へ登る。   アルタクセルクセスⅡ世 王墓。 

墓のレリーフに見る建物の構造。双頭の鷲像の間に梁が入る。 

アルタクセルクセスⅡ世王墓より見たペルセポリス中央部分。 手前より、兵営、百柱の間、アパダーナ（謁見の間）。 

左奥は博物館。 その手前は宝庫など。 （アパダーナには、ここに見るように、現在は、大きな仮設の屋根がかかっている。） 研究者により復元された神殿の構造：石製列柱の上はレバノン杉材で覆かれた屋根。 
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2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

40 

イラン航空シンボルマークの、双頭の鷲。 

イランは、出版の面でも大国。 売店にあった、ペルセポリス関係の書籍。 

④ -2 イスファハーン 金曜モスク（マスジェッデ･ジャーメ：旧・王のモスク、現・イマームモスク ） 

       ～ サファビー朝（16世紀初頭～18世紀前半）の､栄華の都 ～ 

イスファハーンにある現存のモスクでは、最も古いもの。 創建は８世紀で、12世紀以降に改築を繰り返す。 
モンゴル･イルハン朝の13～14世紀、サファヴィー朝時代の16～17世紀にも改修が進められ、「ペルシア･イスラーム建築の博物館」の様相｡ 
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現在も使われている礼拝堂。 壁面には、ホメイニ師が ！？ 
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イスファハーン チェヘル･ソトゥーン宮殿（庭園博物館） 

アッバースⅡ世により、 1647年に建設。名は、「40の柱」との意だが、 

これは、20本の柱が水面に映って40本に見えるというもの。 

建物外壁と内部（一部）は、当時、オランダから招かれた画家による絵が飾る。 
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建設当時は柱をも覆っていたという、鏡を使った装飾。 
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壁面には、サファヴィー朝の栄華を偲ばせる歴史画が 。 
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左人物の部分拡大を、次ページに。 

こちらには、伝統的なペルシアの絵も。 
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③ -2 つづき イスファハーン 「王の広場」と､その各種建物、市場など 

16世紀末、サファヴィー朝のアッバースⅠ世による 

「王の広場」（現称「イマーム広場」）の本来の姿は、左のようらしい。 
    （ともに、イスファハーン・Kowsarホテルのパンフレットより。） 
  左は、上写真の正面「ブルーモスク」の左手にある、「シェイフ・ロトフォッラ・モスク」。 

王のモスク（ブルーモスク：現称「イマームモスク」） 
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門をくぐって、王のモスクへ。 45度斜めに、メッカの方向を向いている。 
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王の広場、アリガープ宮殿の上階 音楽堂 
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   王室用の、小規模な、マスジェデ･シェイフ･ロトゥフォッラー。 小タイルの組み合わせで絵柄を作る。 



ＪＦＳ･(社)日本測量協会 共催 講演会  

  ｢イランの現況と､自然･遺跡･人々･地図史料－附：19世紀の史料に見る踏査小史と 

                   その地政学的位置｡ 最高峰デマバンド山（5671ｍ）登頂の写真紹介 」 

2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

53 

天頂部から光が差しているように見えるが、これは、天井曲面での光の反射が見せる現象。 

イスファハーン 「王の広場」。 夏の涼しい夕暮れともなれば、大勢の人々が。 

③ - 2 つづき ｲｽﾌｧﾊｰﾝ市内 （ﾊｰｼﾞｭ橋などと､ｻｰﾃﾞｨ･ﾊｰﾌｪｽﾞ墓）と、ｱﾙﾒﾆｱ正教会 

西から東に流れるザーヤンデ河にかかる、スィー･オ･セ橋（33アーチ橋）の上流側。 この東２kmにハージュ橋。 
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スィー･オ･セ橋：２階建ての１階部分は、夏も涼しい絶好のくつろぎ場所。 

ハージュ橋の上流（西）側：夏は渇水期だが、 

 融雪期には満々と水をたたえる。（左はコウサルホテルのパンフより。） 

ハージュ橋の下流（東）側。 
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以下、ハージュ橋 上部通路の装飾。 スィー･オ･セ橋：涼しい夕暮れともなれば、燈がともって、人々のそぞろ歩きの。 

スィー･オ･セ橋：涼しい夕暮れともなれば、燈がともって、人々のそぞろ歩きの。 スィー･オ･セ橋：涼しい夕暮れともなれば、燈がともって、人々のそぞろ歩きの。 
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スィー･オ･セ橋：涼しい夕暮れともなれば、燈がともって、人々のそぞろ歩きの。 スィー･オ･セ橋：涼しい夕暮れともなれば、燈がともって、人々のそぞろ歩きの。 

アルメニア人居住地区にあるヴァーンク教会（アルメニア正教） 

アルメニア人居住地区。 
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豪華装幀の聖書や聖歌集が。 
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家族一行で刊行の人たち。 イランでは、家族の結束が重んじられ、核家族化は考えられない。 

こちらには、有翼天使像も。 

③ -2 つづき  今度は、シラーズ市内  （ペルセポリスの南西方） 

市内への入り口にある、コーラン門。 門の右脇にある詩人像。 
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門をくぐって、外側を見る。 詩人像は、門の外、左に。 水と緑が豊かな、サアディー廟。 

古くから､詩人が尊ばれる国 

ドーム屋根下の、 

大理石製サアディの棺。 
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緑が豊かな、ハーフェズ廟。 

大理石の棺をさすって、詩人を偲ぶ人たち。 
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ともに詩を語るべき友を待つ。 

市内の、キャリームハーン城塞広場近くで、 

建物壁面に見たタイル装飾。 

④ -3 アケメネス朝発祥（前６世紀）のﾊﾟｻﾙｶﾞﾀﾞｴ遺跡とｷｭﾛｽ王墓など） 
ペルセポリスの北東にあるパサルガダエは、紀元前546年にキュロスⅡ世によって建設が開始された、 

ペルシャ帝国の最初の首都。 後に、ダレイオス（ダリウス）Ⅰ世がスーサに遷都。 

 アレクサンダーは、ペルセポリスを破壊した後に、このキュロスⅡ世墓を訪れたとされる。 

 イスラームによるペルシア征服時代、アラブ軍はパサルガダエにたどり着いた際に、遺跡を破壊する計画を 

持っていた。 当時の墓守は、アラブ軍隊に、これがソロモン王の母を祀るものと説明、信じさせる事によって、 

破壊を回避した。 その結果、墓碑は、クルアーンの韻文に取って代わられて、ソロモン王母の墓として知られる 

ようになった。（ガイドの説明及びウィキペディアにも同趣旨。） 
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キュロスⅡ世の墓と伝えられる。 墓室は上部Iに。 

酷乾の大地には、遺跡を包蔵するマウンドが点々と。 丘の上に聳える、タレ･タフト城塞遺址。 

パサルガダエは、 ダレイオス（ダリウス）Ⅰ世がスーサに遷都するまでの首都。 
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「魚」を主題としたものが多い。 

この石標に刻まれた碑文を、次頁に。 

キュロスⅠ世の碑文：上から、古代ペメシア語、エラム語、バビロニア語の文字。 

              「朕はアケメネス朝の王、キュロスなり。」    

拝火教の祭壇との説も。 
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④ -4 ササン朝（３～７世紀）のナグシェ･ロスタム遺跡など 

ペルセポリスの北方にある巨岩の遺跡、ナグシェ･ロスタムのパノラマ写真。 
  

 岩壁にはアケメネス朝時代の王墓や、ササン朝時代のレリーフ（浮き彫り）が刻まれている。 

 付近にはナグシェ･ラジャブもある。 ( 10数ページあとに紹介。) 
 

 ４つ並んだ墓は、右から、クセルクセスⅠ世、ダレイオス（ダリウス）Ⅰ世（これのみ碑文から確実視）、 

 アルタクセルクセスⅠ世、ダレイオスⅡ世 と言われている。 

（ 英版ウィキペディアより 。） 

以下では、右から順に、形がよく残っているもののご紹介を。 最右端には、この写真にはないが、クセルクセスⅠ世の墓。 

伝承によれば、 ↑ ダレイオス（ダリウス）Ⅱ世   ↑ アルタクセルクセスⅠ世    ↑ ダレイオスⅠ世 の墓 

ナグシェ･ロスタムの主要部分 

クセルクセスⅠ世 （アケメネス朝ペルシア 在位：BC486～465年、ダレイオスⅠ世の子） の墓。 

クセルクセスⅠ世の墓。 以下で、部分拡大。 クセルクセスⅠ世の墓。 以下で、部分拡大。 
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ナルセⅠ世 （ササン朝 在位：AC293～302年） の叙任。 
 ゾロアスター教の最高神アフラマズダー神から、王権の象徴を授与される。 

ダレイオスⅠ世の墓（右）と、その下に 「バハラムⅡ世の勝利」 レリーフ。 その左は 「シャープールⅠ世に降服する 

ローマ帝国ウァレリアヌス帝」 レリーフ。 左の墓は、アルタクセルクセスⅠ世。                 以下、順に。 

ダレイオスⅠ世の墓。アケメネス朝ペルシア第３代の王（在位：BC522～486年）で、通称 「ダレイオス大王」。 ダレイオスⅠ世墓の下に彫られた、「バハラームⅡ世 （在位：276～293年） の勝利」。 

騎乗のシャープールⅠ世（在位：241～272年と、降服するローマ帝国・ウァレリアヌス帝（中央との説）ら。 

西暦260年のエデッサの戦い。 シャープールⅠ世の事績を刻んだレリーフ (前頁写真) 前の、説明版。  
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ローマ皇帝が捕虜となったことは、ヨー
ロッパでも知られており、これは、ルネ
サンス期のドイツの画家、ハンス・ホル
バイン （英国で16世紀前半に活躍：下図） 

による 『Humiliation of Valerian by 

Shapur Ⅰ』   英版ウィキペディアより。 

（ Hans Holbein der Jüngere ）  

↑ シャープールⅠ世のレリーフ 

アルタクセルクセスⅠ世 

（アケメネス朝ペルシアの王（在位：BC465～424年））の墓。 アルタクセルクセスⅠ世墓の下に彫られた、「ホルミズドⅡ世（在位：302～309年） の勝利」。 
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ダレイオス（ダリウス）Ⅱ世 

（アケメネス朝ペルシアの王（在位：BC422～404年））の墓。 ダレイオスⅡ世墓の下に彫られた、「シャープールⅡ世（在位：309～379年） の勝利」。 

アルダシールⅠ世 （在位：AC226～240年） のレリーフ        私見：ナグシェ･ロスタムで一番見事なレリーフ。 

 アフラマズダー神から王権の象徴を授与され、ササン朝ペルシアの初代君主（シャーハーン･シャー:：諸王の王）に。 
 これによって、400年続いたアルサケス朝パルティアの時代が終わり、400年続くササン朝の始まりとなる。 
 なお、アルダシールⅠ世の後は、子のシャープールⅠ世（前述）が継いだ。           （ウィキペディアなどによる。） 

 これと次ページのレリーフは、前に説明の全景写真の、さらに左にある。  そのすぐ右にあるレリーフ。 

ゾロアスター教の祭壇とも言われる？ ナグシェ･ロスタム、右側に続く岩壁。 
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ナグシェ･ラジャブ遺跡。 (シャープールⅠ世の行軍。) 

同じく、ナグシェ･ラジャブ遺跡にて。  

③ -5 アラムート城址：ハッサン･サッバーフの城塞で、13世紀 モンゴル軍によって壊滅 

テヘランから、高速道路を西北西へ。  火力発電所を通過。 

６車線高速道路を右へ折れて、ガズビン方面へ。 
（市内へは入らず、途中で2000ｍの山越え。全線２車線舗装） 
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次第に、乾いた山岳地帯へ。 

やがて、2000ｍ以上の山越え。 
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見えてきたアラムート城址の山 
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この急峻な１本の道が、山上の城塞へ。 
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城塞は、外部、内部ともに、修復工事中。 

山上の平坦部は狭く、ここに、伝承の「地上の楽園」が築かれたとは思えない・・・  あったとすれば、それは別の場所で、 

ここは、フラグハーンに抗した「暗殺教団」（ニザール派）が最後に立てこもった城址ではないのか？ 
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帰路、ガズビン市内へ ：サファヴィー朝が16世紀末にイスファハーンに遷都するまで、都としていた。 
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モスクの内外とも、無数の鏡の細片による装飾。 
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モスクを出たところで、たまたま出逢ったお葬式参列の人々。 次ページのように、男女は別。 

境内にある、イランイラク戦争戦死者の追悼銘板。 

④ 19世紀～20世紀初頭におけるペルシアと周辺諸国の踏査記録 

  － 中央アジアの覇権を巡って英露がしのぎ削っていた時代の、 

    Ｓ．ヘディンらによる報告書に見る 当時の状況。 

スヴェン・ヘディン 
 Sven Anders Hedin：1865.2.19～1952.11.26  スウェーデンの地理学者で、中央アジア探検家。 

 ストックホルムの中流家庭に生まれた。 
  

 A.E.ノルデンショルドの北東航路探検に感銘を受け、生涯師事した。 

 ベルリン大学ではリヒトホーフェンの指導をうけて、中央アジア探検を決意した。 
  

 ノーベル一族が経営するバクー油田の高級技師家庭の家庭教師に招かれ、 

     その帰路に、ペルシア、メソポタミアに旅行（1885～86年）。 

 その後、スウェーデン王オスカル2世がペルシアに派遣した使節団の通訳として同行し、 

     任務終了後に単独で、メルヴ、ブハラ、サマルカンド、カシュガルなどを旅行（1890～91年）。 
  

 その後は、広く中央アジア、チベット、中国を探検して、 

                      膨大な報告書と地図を残した。 

 1908年には、探検旅行の帰途に来日し、東京地学協会での 

                      講演ほか、大歓迎を受けた。 

 

 その間、1902年に貴族に列せられ、1909年には、英国から 

                                                   「ナイト」の称号を得る。 

 

 第二次大戦後には、国内ではナチス協力者として批判されるが、  
     著述に専念して厖大な研究成果を世に出し、1952年にストックホルムで没した。 

A.E.ノルデンショルドの北極海での 

越冬（上図）と、その華々しい帰還。 

スウェーデンの探検家，中央アジア探検の第一人者。 
 1893年から1908年までの間に，現地人従者とともに３回にわたり広く中央アジアを探検旅行｡ 
 第３次探検の帰途，日本を訪問。 
 その後,1927年から1933年まで西北科学考査団(支那･スウェーデン探検隊)を， 
 1933年から1935年まで南京政府依頼の新疆自動車探検隊を組織して， 
 ともに，黄河上流からタリム盆地北東方面に組織的・科学的探検を実施。 
 晩年はナチスドイツ拾頭下の東欧にあって秘密外交活動｡ストックホルムの自宅で長逝，87歳。 
   

以下に、日本訪問の際の講演の最後の部分を、少々長いが転載。      （『測量』2005.10月号掲載の長岡稿からの転載。） 
  

 ｢…予はこの學術的の探検に就ては終始予一人でこれを遂行したのである､別にこれについては助手
をつれてあるいたのではない､従って旅行中手の忙しきことは又一通りでなかつた。先づ予は總て予の
探検線路の地圖を出来得るだけ精密に作らんと試みたのである､即ち是等の前人未踏の地を踏査しこ
れを世界に紹介するに付ては､地圖の製作はもつとも肝要なることであると信じたからである､予は探検
線路の大部分は平板測量をもつて測圖しつつ進んだ､先づ行程の距離を測るには、あらかじめ二百
メートルの直線上を､或は駱駝に乗り或は馬に乗つて行進し、この全距離を進むに幾歩を要せしか､又
何秒時を要せしかを測り、幾回かこの方法を繰返して其の平均数を求め、これを常に標準として行程を
測りながら歩を進めた｡また其の行進線路の方向は磁針によつて一々精細に測りつゝ進んだのである､
然しながらこれだけでは誤差のあることは冤れない、殊に日を重ぬるに従つて其の差も多く加わつて来
るから､予は時々一ケ所に滞在して暗夜に天測を試み､其の頂點の経緯度を精細に測量して圖上の訂
正を行ひ、そしてこの行進中には､線路上の地物は勿論その両側にある所のものは,出来得るだけこ 
れを精密に記録することを怠らなかった､即ち遠方の山であれば其の頂點の方位を一々測定し､或いは
湖水であれば其の周囲にある種々の地物を目標としてその形を畫き、また其の水の淡・鹹…(中略)…、
一の山についても、其の名梢は處によって違うのであるから､各方面の土人に聞き正して其の名稱を記
録して置いたのである、また途上に於いて屡々種々の種族の住民に出逢つたが、なるべく彼等と言葉
を交へ､其の土地の種々の地名などを聞き正し、また其の風俗･習慣等を知ることに注意した｡ 
                                                      以下、次ページへ。 

ご参考：スヴェン･ヘディン、1865-1952 について 
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スヴェン･ヘディン、前ページよりの続き。 
  

また山を越える場合等に於ては､一々其の標高を測定した、これはアネロィド気圧計によつたが､猶ほ
其の外に沸騰水気圧計･水銀気圧計をも携帯して精密に其高さを計った、殊にアネロィドは三個程精密
なるものを携帯して､常時これを手放すことなく、途上の測定を等閑にしなかったのである。また峠の頂
からは常に出来得る限りパノラマ的展望圖のスケッチを作り、是には主要なる山岳の方位等を一々測
定して記入して置いた。此の際一方に於て又寫眞の撮影は必ず行ひつゝ進んだ､予は極めて優良なる
機械を携へ､且つ探検上の経駿によれば、フイルムは携帯に便利ではあるが､これよりもガラスの乾板
の方が常に好結果を得たのである｡是等の寫眞の現像も途中至る所に励行して､帰國の後一編にして
現像するが如き繁雑なることを避けたのである｡…(中略)…然も諸君が予の講演に向つて清聴せられた
のは、予の最も光条とする所である。また若し青年諸君等の中に本席の講演を聞き､予と志を同してア
ジア大陸中猶残つて居る他の未發の地方を探檢されんとする人が出来たならば、こは予の最も幸福と
する次第である(拍手大喝采)｣ (山崎直方譚述、1909、『地學論叢』 ４輯) 
  

                             文中に、当時の探検家の地図作成への真摯な態度が伺われる。 
                             アジア内奥部についての地図の原資料は，このようして測量された。 

明治41(1908)年、華族会館での小村寿太郎外務大臣主催晩餐会。 

左写真：西本願寺にて大谷光瑞らと。  右：山崎直方夫人らと。 

ペルシアにおける Ｓ. へディンの事績 

最初のペルシア旅行は、 
 ノーベル一族が経営するバクー油田（カスピ海西岸）技師の家庭教師と 

 して招かれ、半年で仕事を終えて、ペルシア人仲間と、テヘランの南へ 

 旅行。 戻って、バクーからトルコ経由で旅行し、帰国。（1885～86年） 
  

 紹介は、この調査行についての、へディン最初の報告書。 

 ブダベストで H.バンベリーに会う。バンベリーがこの前書きを。 

『ペルシア､メソポタミア､コーカサス横断 
 

      旅の思い出』 
 

 

 
 

     スヴェン ヘディン 
 

   ヘルマン･バンベリー教授の序文 

 

 
     128図版と地図２葉 
 
 
 
       ストックホルム 
       （1887年 刊） 
 

 

     この書の扉（表題紙） より 

この書の冒頭にある 
  

ナスール･エッ･ディン 

ペルシア皇帝（シャー） 
  

旅行に便宜を頂いた。 

【 ご紹介文献などは、これ以降を含めて、金子民雄さん蒐集のもの。その内容説明も、同様。】 

『ペルシア､メソポタミア､コーカサス横断－旅の思い出』 
  S.へディン､1887 より、図版の紹介 

ダイナマイト発明で巨万の富を築いたアルフレッド･ノーベルは、 

「ノーベル兄弟石油会社」を設立して、バクーで油田開発。 

上は、同書中のロバート･ノーベルと、油井の自噴。 
  

左上：豊富な埋蔵は、自噴とともに火災の原因ともなっていた。 

カスピ海を隔てた、バクーの対岸クラスノボドスクの港泊地。 

タシケント方面への起点。 （現・トルクメンバシ） 

当時の、列柱が少し残っていたペルセポリス遺跡 

下は、現代 （長岡､2012.7 ） 

セイド･アフメド（ｼｬｰ･ﾁｪﾗｰｸﾞ）廟 

 下は、その現代 

   （ｼﾗｰｽﾞ･ﾎﾏ･ﾎﾃﾙのﾊﾟﾝﾌより） 

当時のイスファハーン、ハージュ橋。全面に水が流れる雪解け時期。        右はイスファハーンのマスジェッデ・シャー（王のモスク） 

共に、下は現代 （長岡､2012.7 ） ハージュ橋は夏の渇水期。 イスラム革命後はイマームモスク 

当時のイランの人々。左上：楽隊。右上：学校の生徒。 

              左：商人夫婦。 
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同書の、400万分１付図：赤色はへディンのコース 

ペルシア湾に面したブシェールの港（現在は、原発立地で知られる。） 

右上：ヨーロッパに続くイスタンブールのガラタ橋。 
  

 下は、へディンによる「トルコの夫人」スケッチ。 

 その後の著作にも、人物スケッチが多く載せられる。 

『テヘランからカシュガルへ』 S.へディン､1891 
 スウェーデン王オスカル2世がペルシアに派遣した 使節団の 
  随員(通訳)として訪問。 任務の後、単独で、メルヴ、ブハラ、 
  サマルカンド、カシュガルなどを旅行（1890-91年）。 

  後の報告書の予報的内容。 

 ベルリン大学（ﾘﾋﾄﾌｫｰﾍﾝ教授）留学の後、ハレ大学での学位 

 論文のもとになったのが、左の論文。（金子民雄さんによる。） 

 

 
下： へディンの博士論文『デマバンド』 
  ペルシア訪問で皇帝の知遇を得、勧めによって、 

  デマバンド山へ。それを契機としてまとめたもの。 

『1890年､オスカー国王よりペルシア皇帝への公使派遣』 S.へディン､1890 
  へディンによる使節団の報告書。 

  内容は、使節団のことのみで、そのあとのへディンの旅についての記述はない。 この本は、スウェーデン語のみで、 

                                                             ほかの多くのように、ドイツ語版はない。 

見開きの左に、スウェーデン国王の写真 

 （次スライドに。） 

スウェーデン国王 オスカー二世 ペルシア皇帝(シャー) ナスール･エッ･ディン 
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同書より、図版の紹介 

上右の、現代の姿（英版ウィキペディアより） 
 イラン西部ケルマンシャー近郊の、ササン朝 
 ターク･イ･ブスタン (Taqi-Bustan)遺蹟。 
 ホスロー2世が、両側の神々から王権を授与 
 される様子を描く。 

現代のダリウス一世戦勝記念碑（ペルシア語版ウィキペディアより） 

現代の緑豊かなテヘラン 

 公園など、緑豊かな地区も。 

当時のテヘラン。 

当時の、テヘランの商店街での人々。 

下は、現在のテヘランでの 
  普通の商店街と、昔からの市場（バザール）。 

右：拝火教徒の｢鳥葬の場｣。1930年代の禁止まで使われた。 

左：へディンが見たデマバンド山と、 
（前述：へディンの博士論文の対象地） 

その現在の姿 (上) 

下は、その現在。（『地球の歩き方 イラン ペルシアの旅』2011 より。） 

『ホラサンからトルキスタンへの旅－1890､1891年の中央アジア旅行の思い出(回想)－』 
  S.へディン､1890･1891年刊（２巻のため） 

この書の副題「 1890､1891年の・・・」は、扉（表題紙） に。 

続く見開き（左）には、発行者･ｽﾄｯｸﾎﾙﾑのF.E.Hermann 
右には、行政官(政治家)･T.Akerhielmへの献呈。 

左： コムのFatima Masumeh Shrine 
 12イマーム派第８代イマーム･レザーの妹、ファーティマの廟 
                             （シーア派の聖地） 

その現在。（英版ウィキペディア より） 
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マシュハド（メシェッド）のモスクなど へディンの著作には、その初期から、人物画スケッチが多く登場 

ブハラの城塞と門、 
市内の商人 

同書の、500万分１付図：赤色はへディンのコース 

『ホラサンからトルキスタンへの旅－1890､1891年の中央アジア旅行の思い出(回想)－』 
  S.へディン､ 1892年刊 －－ 同名の、1890･91年刊の２巻本を１冊にまとめたもの 

左は、ブハラのエミール（藩王）、 
 アブドゥル･アハッド 

同書の附図 
「レー から ヤルカンド、カシュガルへの 
 ルートマップ」：基図はインド陸軍 
 
カルドン･ラ と カラコルム峠を越える 
 ルートが示されている。 

次ページで図の下半部の拡大を。 
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『陸路インドへ－ペルシア、セイスタン、バルチスタンを通りて－』 S.へディン､1910年刊 
  へディンによる、３次探検（1906-08）の報告書         下は、第１巻の見開き 

1905年 ストックホルムを出発。－－その年の秋に日露戦争は終わる。 
旅は、ヨーロッパ～トルコ～黒海～テヘラン（ここらで1906年）～砂漠地帯（これは 
   マルコ･ポーロのルート）～ペルシアの南～アフガンの南の端～インドへ～北へ。 

以下、第１巻所載の図版を紹介。 

ペルシア人の若い女性 クルドの人たち 

当時の女性の服装：現代（下写真）とは違う。 

参謀本部派遣の工兵中佐・古川宣譽が 

スケッチしたペルシア婦人（明治24(1841)年） 
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続いて、第２巻所載の図版を。 

この書でも同様に、多くの人物画スケッチが 
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『東ペルシアの路線測量』 S.へディン､1918・ 1927年刊：本文２巻と 地図１冊（右） 
                                地図に刊行年の記述はないが、たぶん、1927年（BandⅡ）との同時出版。 調査の行程図 

前ページにあった部分図 このようなパノラマ図も 

上図の部分拡大 

この書にも素晴らしい写真の数々が 
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３巻のうち 「地図集」 の 内容 － ８枚組の100万図から、その左上部分を構成する１枚を。 

次ページに、テヘラン周辺の部分拡大を。 
その左下図に 
付された凡例 

上は、同書にある献呈の辞 
      以下は、金子民雄さん訳による。 
  

 私のインドにおける人生の出発点は、 
私の努力を力づけ、進めて下さり、同情と 
援助を惜しまれなかった 
  前・パンジャブャブ総督 
  エドワード D. マクラガン卿 
  K.C.S.I.，K.C.I.E に 
この冒険的旅行記を、心からなる感謝の 

気持ちををもって謹呈いたしたい。 

ペルシアにおける Ａ. スタインの事績 
サー･オーレルスタイン，1862-1943 
 英国（ハンガリー生まれ）の考古学者で探検察。 
 1900年から1916年まで、３回にわたり主にタリム盆地周辺の 
 探検旅行と考古学的発掘｡敦煌莫高窟から厖大な経典類を 
 将来したことで有名。他の探検察とは違って、インド測量局の 
 優秀な技師を同行したので、詳しい地図を作成できた。 
 後年は西アジアを研究対象とする。カーブルに客死、82歳。 

『西イランの古道』 A.スタイン､1940年刊 十字軍時代の遺跡の 

                             発掘報告書。 

金子さんコメント ： 

 スタインは英国人ではなかったので、英文の表現が 

 大変むずかしくて（複雑）、訳しにくいのです。 

金子さんコメント ： ペルシア、近東に関するスタインの本は 

 合計３冊あり、これは第１号。 第３号は、戦後、未定稿の 

 ものとして出版された。 
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スタインによる発掘品の数々 

国立博物館の 
 展示品 

次ページで、 
 この図の部分挿入図（右上と左下） 
 を拡大して。 

図の右部分の拡大 

山岳地域の 
景観（古道） 

金子さんコメント：珍しい本。綺麗な装丁だが、 

           初版本は多分、仮とじ本であった。 

参考 ご紹介 

  『暗殺者教団の歴史－東洋の伝承』 Joseph von hammer、1818年刊 ：  
                                        Oswald Charles Wood 英訳、1840年刊 

参謀本部からペルシア（波斯）への初の派遣者、陸軍工兵中佐・古川宣譽の報告書。 

『明治廿四年 波斯紀行 完』 参謀本部､明治24(1891)年３月刊行  稀覯本のため、広くは読まれていない。 

                                                     内容はすぐれている。 

以下は、ペルシアにおける 日本陸軍の情報収集活動など： 
                                                          明治前期の軍は広範な情報収集 
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同書の挿絵より 同書の挿絵より 

この書の現代語版が、中公文庫に（左）。金子民雄さんが解説。 

『回彊探撿 波斯之旅 全』 吉田正春､東京博文館、明治27(1894)年刊 表紙がペーパーカバーなので、完本は少ない。 

同書より、吉田正春による明治13～14年の旅程。 

現在のペルセポリス 

クセルクセス門、 

人面有翼神像の対。 

現在のイスファハーン、ハージュ橋。 

左図は、上写真の左端から見たもの。 
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『中央亜細亜より亜拉比亜へ（福島将軍遺蹟 續）』 福島安正（遺稿）､昭和18(1943)年刊 

明治25(1892)年の「シベリア単騎横断」で名を馳せた福島安正将軍の遺稿をまとめたもの。 
 参謀本部の報告だったので、元本の完全稿本がない。これは、ほんの一部が発見されたもので、元本は不明。 
                                                            （金子民雄さんによる。） 

同書は、雄松堂出版の『シルクロード紀行Ⅰ』として、現代語訳（金子民雄）で出版された。 

                 『海外渡航選書』シリーズとしてさらに続く予定であったが、この1冊で終わった。 

『世界を家として－偉人と山水』 井上雅二､東京博文館、昭和４(1929)年 

井上雅二：1877.2.23兵庫生まれ。海軍兵学校に学び、1899.6東京専門学校英語政治科卒。1904.3逓信省韓国地況調査を嘱託され、 

        東亜同文会の一員として中国に渡る。1904.10朝鮮日日新聞社長、1905.9韓国政府財政顧問附財務官、 

        1906.2水原政府財政顧問支部在勤、1906.10光州政府財政顧問支部在勤、1907.8政府財政顧問本部総務部勤務、 

        1907.11〜09.12宮内府書記官、1911.10南亜公司常務取締役、1915.1南洋協会理事、1920.11南洋協会専務理事、 
        1924.3海外興業株式会社取締役社長、1924.5衆議院議員、1926.6秘露綿花株式会社社長。1947.6.23死去。 

                                                     （以上、国立国会図書館「リサーチ・ナビ」による。） 

井上の旅行には、当時、参謀本部附陸軍中尉であった、オーストリア国軍人ホフリヒターが同行した。 
上は、この書の出版時（1929年）に同国の陸軍大佐となっていた氏が巻頭に寄せた文。  
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旅行記の内容もさることながら、同行のザルツマン氏（詳細不明）の 
スケッチが仲々洒脱。 次ページ以下に、その何点かを。 

『世界を家として』 柯公､大正６(1917)年刊  柯公とは、大庭柯公で、本名は大庭景秋。 
                                              ロシア革命後、ロシアを旅行中に、 
                                              消息不明となる。 

『中央亜細亜旅行記』 井上雅二､東京民友社、明治36(1903)刊 （前に紹介の『世界を家として』と同じ著者。） ヨーロッパから 
中央アジアへの 
行程図    
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その、中央アジアでの行程    

イラン国内は、カスピ海東岸のクラスノボトスクから南下して、テヘラン、ガズビン、タブリーズを経て、 
コーカサスを越えてヨーロッパ（モスクワ）へ。    

コーカサス山中の険路と、バクー油田の自噴・火災事故。    

『漫遊記程』 中井 弘､明治11(1878)年刊 
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③ イランの自然と､デマバンド山（Mt.Damavand､公称5671m ）登頂 

衛星写真で見るデマバンド山。 熔岩の流下地形が見事。 

ディジン･スキー場の最上部から、デマバンド山遠望。                        （前田浩之さん､2007.3.8 撮影） 

デマバンド山の遠望 

前ページと同じ場所から、2008.3.6 撮影。 （現地事情をお教えいただいた､AACK 前田浩之さん。 
             2006.11､トーチャル山頂上にて。） 
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デマバンド山の遠望 

（ともに、英版ウィキペディアより） 

（写真は、ともに、英版ウィキペディア。） 

前々ページと同じ、ディジン･スキー場最上部から遠望。 
                     前田浩之さん。2006.1､31 撮影 

周辺一帯は乾燥地帯だが、地形の影響で時には湿地も。 （ 前田浩之さん､2005.9.21 撮影。） 

イランの登山グループ 

 山麓ピクニック（2005.9.21）と、 

 山頂にて（下写真：2005.8.4） 

   ８月に入ると、山頂の雪はかなり消えるが、 

   ７月初めでは、山頂は全面に雪。 

（ ともに、前田浩之さん撮影。） 

      
（ 赤ワクが、左写真の位置：2012.7.4 長岡撮影。） 

デマバンド山､登頂に向かって 

山間部にかけては、夏の暑さを避ける別荘地が点在。 
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登山基地になる町、レイネ、小さなホテル着。 
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車道の終点、ゴスファンド･サーラ（2910m）。 
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登頂前日は、次ページ写真・山小屋での高度順応。 この日の山頂は烈風の中。 山頂は、笠雲の中に。 山中で唯一の小屋（約4000m）。 



ＪＦＳ･(社)日本測量協会 共催 講演会  

  ｢イランの現況と､自然･遺跡･人々･地図史料－附：19世紀の史料に見る踏査小史と 

                   その地政学的位置｡ 最高峰デマバンド山（5671ｍ）登頂の写真紹介 」 

2013.3.11 長岡正利 
（ (社)日本測量協会にて） 

98 

自炊小屋のため、同行ガイドさんによる調理。 

できあがった夕食。 ２人で度山の、これからコンロを出して自炊の準備。 

一人で登山の 

早朝の 「影デマバンド」 
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デマバンド山（公称 5671m）山頂直下。 紹介する中では、小生（長岡）の唯一の写真。 

  5000ｍを越えれば、夏でも氷雪と烈風の世界。 
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2012年７月４日の山頂火口原と、 

  右写真は、盛夏の同じ場所。 

   および 噴気孔（次ページ）。 

     下２枚は、英版ウィキペディアより 

しばらくの後、下山開始。 雪のあるのはデマバンド山頂部のみで、周辺は荒涼とした酷乾の山々。 

上から山小屋を見れば、その位置は、熔岩流舌端のわずかな平坦部であることが判る。 近づいてみれば、この日が週末のために、小屋の近くには色とりどりのテント村が。 
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全部が、イランの人たち。 素晴らしい装備品。 

イランの学生さん達。 皆さん、なかなか快活な。 
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熔岩流の側面が作った崖のわきにて、休息。 
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デマバンド山からの帰路 

各地で見た、ハチミツ取り。 
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附 イランの工芸品など各種 
1976年開館の絨毯博物館 
 500年前までの、豪華な絨毯を多数展示。 

（英版ウィキペディアより：Wax figure of weaver of carpets 
                   In Fars History museum in Shiraz.） 

（英版ウィキペディアより、絨毯販売店。） 
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高価な絨毯ではなく、プリント柄の更紗も。 

伝統の金属細工。 

バザールでは、金工・手芸装飾品を中心に、その製作者が店主であることが多い。 
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こちらのお店でも、 

 販売品のデザインなどは、もっぱら自分たちで。 

伝統の七宝焼き。 伝統の七宝焼き 

伝統の七宝焼き 伝統の、魔除けの「目玉」模様は、至る所に。 
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素晴らしいガラス細工の数かず。 
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精緻な寄せ木細工。 
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以下、伝統の細密画と書 

以下、５ページ目までの制作画家で、お店の主人。 

その場で、さらさらと 

 名刺裏に描いて貰った絵。 
  

右は、伝統的な繪柄だが、・・・ 

「今の世の売れ筋は、このような繪柄の・・・。」 との由でした。  
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附 国立考古学博物館の展示より 

ペルセポリスの「百柱の間」を構成 

していた柱の一つ。上部まで完全な 

ものは稀少。 
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出土したガラス製品の状態。 

正倉院蔵の、同じ製品。 （前出。） 

今のイランにあるものは、出土品のために、このような。 
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ハンムラビ法典：イランのスーサで発見され、ホンモノはルーブル美術館に。 
                            これは精巧な模造品。 

お聴き頂き ありがとうございました 
素晴らしいイランの地にて、皆様にお目にかかれますように 

ご質問は 次へ ： nagaoka@almond.ocn.ne.jp 
（ イスファハーン、王の広場廻廊にて：長岡､2012.7 撮影 ） 
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 今回のご紹介に際して、次の各位･機関から、 
ご教示と、史料の利用等の便宜を頂きました。 

（ イスファハーンの スィー･オ･セ橋：長岡､2012.7 撮影 ） 

  （ 五十音順：敬称略 ） 
  

牛木 久雄 
金子 民雄 
中沢 伴行 （ 西遊旅行(株) ） 
  

西遊旅行(株) 
イランでのガイド、レザさん ほか 
       山岳ガイド、ザレイさん 
イランで出逢った 多くの人々 
イラン国立考古学博物館 ほかの 博物館 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の ウィキペディア ほか 


